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道 志 村 民 憲 章
私たちの七里は、緑と清流と歴史の郷です。
この地に生きることに誇りをもち、平和な村
を築くため、ここに憲章を定めます。
私たちは
一、自然を愛し平和な村をつくります。
一、生産に励み豊かな村をつくります。
一、伝統を重んじ、教養を高め、文化の村
をつくります。

一、人情といたわりの心を養い、福祉の村
をつくります。

一、明るく健康で、活力ある村をつくります。

　4月23日に横浜市の渡辺巧教副市長が来村されました。長田富也
村長との対談では、水でつながる友好関係を互いに確認しました。
　平成 28 年は、横浜市が道志村内に水源林を取得して 100 年目を
迎える節目の年であり、更なる交流促進が期待されます。

　4月23日に横浜市の渡辺巧教副市長が来村されました。長田富也
村長との対談では、水でつながる友好関係を互いに確認しました。
　平成 28 年は、横浜市が道志村内に水源林を取得して 100 年目を
迎える節目の年であり、更なる交流促進が期待されます。

水でつながる都市と水源水でつながる都市と水源

横浜市
渡辺副市長が来村



平成27年５月１日（２）

12名の新一年生が、多くの来賓の皆様に祝福され入学しました。担任の先生に名前を
呼ばれると「はい」と元気よく大きな声で返事ができました。
初めてランドセルを背負ったこの日、何だか少しお兄さん・お姉さんになった気分で

した。これから始まる学校生活がドキドキです。

真新しい制服に身をつつみ、中学生になった 19名の新入生です。
２、３年生にあたたかく迎えられ、中学校生活のスタートを切りました。中学校の授業や
部活動、学園祭など初めてのことばかりですが、全力で頑張ります。

道志中学校入学式

入学おめでとう入学おめでとう入学おめでとう
平成27年4月6日平成27年度がスタート！

道志小学校入学式
みんなで、
勉強も運動も
頑張るぞ！

1番大
人数の

元気な
クラス

です！



（３）

平成 27年 4月 4日（土）道志村保育所入所式
が行われました。
少し緊張気味の子ども達ですが、来賓の方や

先生のお話をきちんと聞くことができました。
これからみんなで仲良く過ごそうね。

入所おめでとう入所おめでとう入所おめでとう

平成 27年４月８日（水）道志村
学童保育所入所式が行われました。
今年は 13名のどうしっこが入

所しました。学童保育所は子ども
たちにとって第２の我が家です。
厳しくもあたたかく見守ってくれ
る指導員と 13名の元気な子ども
たちを今年度もよろしくお願いし
ます。

所　　長 … 山口　　亮
すみれ組 … 小宮ゆかり
ひまわり組 … 水越里加子
たんぽぽ組 … 佐藤　　翼
さくら組 … 池谷　麻衣
調 理 士 … 佐藤　美雪

職員紹介

すみれ組（5歳児）10名
ひまわり組（4歳児） 6名
たんぽぽ組（3歳児） 7名
さくら組（未満児） 6名

合計　29名

入所児童数
すみれ組

ひまわり組

たんぽぽ組

さくら組

道志村保育所入所式

道志村学童保育所入所式



平
成
27
年
４
月
１
日
、
佐
藤
光
男
前
教

育
長
の
後
任
と
し
て
、
教
育
長
を
拝
命
い

た
し
ま
し
た
。誠
に
浅
学
非
才
で
あ
り
、大

任
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
不
安
で
は

あ
り
ま
す
が
、
子
ど
も
達
の
教
養
向
上
の

た
め
に
微
力
を
傾
注
す
る
所
存
で
あ
り
ま

す
の
で
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

私
は
長
年
、
建
設
機
械
の
技
術
者
と
し

て
建
設
会
社
に
勤
務
し
て
お
り
ま
し
た
。

こ
の
度
教
育
長
の
職
に
就
き
ま
し
た
こ
と

は
大
き
な
方
向
転
換
で
す
が
、
教
育
者
と

は
違
う
角
度
で
道
志
村
の
教
育
に
携
わ
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
は
平
成
12
年
に
教
育
委
員
を
任
命
い

た
だ
き
、
教
育
委
員
長
と
合
わ
せ
て
南
都

留
教
育
委
員
会
連
合
会
長
、
山
梨
県
教
育

委
員
会
連
合
副
会
長
を
経
験
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
経
歴
が
ご
ざ
い
ま
す
。
当
時
の
教

育
長
、
教
育
委
員
会
の
皆
様
に
は
本
当
に

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
皆
様
方
の
ご
期
待
に
報
い
る
た
め

に
も
、こ
の
職
務
を
し
っ
か
り
受
け
、一
歩

一
歩
確
実
に
、
責
務
を
果
た
し
て
い
く
覚

悟
で
す
。﹁
健
全
な
る
精
神
は
、
健
全
な
る

身
体
に
宿
る
﹂と
言
わ
れ
ま
す
が
、規
則
正

し
い
生
活
を
す
る
中
で
、
私
の
教
育
長
と

し
て
の
仕
事
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

本
村
で
は
今
、
皆
様
の
ご
理
解
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
小
中
学
校
一
体
化
の
新
校

舎
を
建
設
中
で
す
。
文
部
科
学
省
も
一
貫

教
育
に
着
目
し
始
め
た
今
、
県
内
初
め
て

の
小
学
校
と
中
学
校
の
校
舎
一
体
化
の
試

み
と
あ
い
ま
っ
て
注
目
を
さ
れ
る
の
で
は

な
い
か
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
事
故
の

な
い
よ
う
、
子
ど
も
達
の
学
習
に
支
障
を

き
た
さ
ぬ
よ
う
、先
生
方
や
業
者
の
方
々
、

関
係
者
の
方
々
と
連
携
を
密
に
取
り
、
十

二
分
に
注
意
を
払
い
、
全
力
で
新
校
舎
完

成
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

教
育
行
政
に
携
わ
る
皆
様
方
の
お
役
に

立
つ
役
割
を
果
た
せ
る
よ
う
尽
力
す
る
所

存
で
あ
り
ま
す
。多
く
の
皆
様
の
ご
支
援
、

ご
指
導
を
切
に
お
願
い
致
し
ま
し
て
、
就

任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

平成27年５月１日（４）

教
育
長
 就
任
あ
い
さ
つ

教
育
長
 
長
田
 
和
夫

平
成
27
年
度
か
ら
の
消
防
団
新
役
員
は

次
の
と
お
り
で
す
。

団
 
 
 
長
 
 
北
浦
 
 
晋

副
 
団
 
長
 
 
湯
川
 
和
則

〃
 
 
 
 
山
口
 
時
彦

〃
 
 
 
 
池
谷
 
昌
久

旗
 
 
 
手
 
 
佐
藤
 
照
敏

第
一
分
団
長
 
 
佐
藤
 
貢
三

第
二
分
団
長
 
 
志
村
 
真
樹

第
三
分
団
長
 
 
佐
藤
 
邦
治

第
四
分
団
長
 
 
山
口
 
雄
一

第
五
分
団
長
 
 
杉
本
 
高
一

第
六
分
団
長
 
 
長
田
 
勝
彦

ま
た
、
今
年
度
よ
り
消
防
団
は
６
分
団

制
と
な
り
ま
し
た
。
担
当
地
域
は
左
記
の

様
に
な
り
ま
す
。

新
消
防
団
長
に

北
 浦
 
晋
 氏

管轄区域

第１分団 月夜野～大室指

第 2分団 椿～西和出村

第３分団 谷相～釜之前

第４分団 東神地～上中山

第５分団 下善之木～川村

第６分団 板橋～長又

任
期
満
了
に
よ
る
消
防
団
役
員
改
選

で
、
全
消
防
団
員
に
よ
る
推
薦
に
よ
り
第

29
代
道
志
村
消
防
団
長
に
副
団
長
の
北
浦

晋
氏
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

２
年
間
の
任
期
を
満
了
し
た
山
口
栄
一

前
団
長
を
始
め
と
す
る
前
役
員
の
皆
様
お

疲
れ
様
で
し
た
。

今
後
も
ご
指
導
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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平
成
27
年
４
月
１
日
付
け
で
神
地
地
区

の
山
口
米
一
さ
ん
が
、
総
務
大
臣
か
ら
道

志
村
担
当
の
行
政
相
談
委
員
に
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
。行
政
相
談
員
の
仕
事
は
、国
の
行

政
全
般
に
つ
い
て
、
国
民
の
苦
情
や
意

見
・
要
望
な
ど
を
受
付
け
、
そ
の
苦
情
の

解
決
や
要
望
を
実
現
す
る
た
め
に
、
公

正
・
中
立
の
立
場
か
ら
関
係
行
政
機
関
に

必
要
な
斡
旋
を
行
い
、
行
政
の
制
度
及
び

運
営
の
改
善
を
図
る
こ
と
で
す
。
相
談
は

自
宅
で
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
定
例
行
政
相
談
所
開
設
日

毎
月
第
３
水
曜
日
 
10
時
～
12
時

や
ま
ゆ
り
セ
ン
タ
ー

●
連
絡
先

道
志
村
９
６
２
０

☎
52
︲
２
７
０
０

行
政
相
談
員
に

山
 口
 米
 一
 氏

平成27年度「特設人権相談所」の開設について

人権擁護委員の委嘱について

あなたの悩みを人権擁護委員に相談してみませんか？

相談は無料で秘密は堅く守られます。お気軽にご相談ください。

道志村内で活動されている人権擁護委員のうち、山口辰五郎さんが平成 27年 3月 31日付
けで任期満了となりました。これに伴い、平成 27年 4月 1日付けで、佐藤久美子さんが法務
大臣から委嘱されました。任期は平成 30年 3月 31日までです。
人権擁護委員は、市町村において地域住民の人権が侵害されないよう常に注意を払い、もし、人権

が侵害されたときは、その相談を受け、被害救済のためすみやかに適切な処理をとるとともに、人権

の大切さについての理解を深めるための活動をおこなっています。また、人権擁護委員は、人格識見

が高く、人権擁護に理解のある人を村長が推薦し、法務大臣から委嘱されます。任期は 3年です。

道志村において現在 3名の人権擁護委員が活動しています。

●佐藤　恒男（さとう　つねお）道志村 8127 番地
●佐藤　徹子（さとう　てつこ）道志村 10876 番地
●佐藤久美子（さとう　くみこ）道志村 1359 番地
いじめ、児童虐待、家庭内の問題、差別、嫌がらせなど日常生活での人権問題、心配ごとなどが
ありましたら、ご相談下さい。相談は無料で、秘密は守られます。

月 日（曜日） 場　　所 時　　　間 備　　　考

6 月 1日（月） やまゆりセンター 午前 10～12 時まで 「人権擁護委員の日」

12月 4日（金） やまゆりセンター 午前 10～12 時まで 「第 67回人権週間」

「第 34 回全国中学
生人権作文コンテス
ト山梨県大会」で道
志中学校 1年生（現
2年生）の水越紀希
さんの作品が入賞
し、表彰されました。

毎年6月1日は
「人権擁護委員の日」
人権擁護委員はあなたの街の

相談パートナーです。

人権擁護委員



平成27年５月１日（６）

住民福祉
グループ

医療保健
グループ

保 育 所
（☎52－2239）

学童保育所
（☎52－1045）

にっこりコール
（☎52－3072）

医科診療所
（☎52－2040）

歯科診療所
（☎52－2155）

産業創造
グループ

水源の郷振興
グループ

教育委員会
事務局

給食センター
（☎52－2685）

課  長 山口 晃司（課の統括、議会事務局長（兼）、監査事務局長）

ＧＬ係長 山口 登美（グループの統括、総務、給与、協力隊、法制執務、監査、選挙）
主  事 池谷 圭司（情報機器、防犯、安協、庁舎管理、庶務）
臨時職員 池谷 莉奈（総務課庶務）

ＧＬ主幹 諏訪本英樹（グループの総括、過疎対策、地方創生、入札契約、他市町村交流）
係  長 佐藤 好起（財政全般、起債、公会計）
主  任 半田 貴子（広報広聴、水源基金、団体補助、交通対策）

ＧＬ課長補佐（兼） 出羽 豊子（グループの総括、各種統計）
主  査 山口  昇（固定資産税、軽自動車税、滞納整理機構、消防防災）
主 事 補 山口 智美（住民税、法人税、各種統計）

会計管理者 出羽 豊子（出納事務の総括、公共財産管理、ふるさと納税）
主  事 杉本  悠（出納事務全般）

課  長 山口  亮（課の統括、保育所長（兼）、学童保育所長（兼））

ＧＬ係長 山口 俊一（グループの総括、高齢者福祉、障害者、社会福祉、民生委員会）
係  長 水越  実（介護保険計画、介護保険、人権、保護司、遺族会、動物愛護）
主  事 杉本 有華（児童福祉、児童手当、保育所、学童保育、にっこりコール）
主 事 補 池谷真奈美（戸籍、住基台帳、後期高齢者医療、老人医療、国民年金）
保 健 師 宮下美恵子（地域包括支援、介護相談、介護予防教室（運動・口腔））

保 育 士 小宮ゆかり（主任保育士）
保 育 士 佐藤  翼 池谷 麻衣 水越里加子
主  査 佐藤 美雪（調理員）
臨時保育士 長田 蘭子 長田むつみ

臨時指導員 佐藤  都・樺澤 正子・仲井 義晶・鈴木 英世・水越 絵美
小林 優花

臨時職員 山口のり子・菅谷 昌子・佐藤 典子・杉本由貴子
（オペレーター）

ＧＬ係長 山口かおり（グループの総括、国民健康保険、医科・歯科診療所、特定健康診査実施計画）
主  事 佐藤 瑠美（健康増進計画、住民健診、すこやか医療、予防接種、食育推進）
保 健 師 伯耆 光代（健康診断、介護相談、母子保健、つぼみっこ、作品教室）

医  師 若尾 聡士（医師、診療所長）
准看護師 佐藤まゆみ・長田 美紀（看護師）
臨時職員 佐藤 史子（医科診療所事務全般）

歯科医師 水越 三弘（歯科医師、歯科診療所長）
係  長 山口 珠美（歯科診療所事務全般）

課  長 佐藤万寿人（課の統括、農業委員会事務局長（兼））

課長（兼）諏訪本 栄（㈱どうし出向）

ＧＬ主幹 菅谷 克士（グループの統括、産業振興、中山間事業、農林地域防災）
係  長 金子 尚章（農業振興、農地法、農業委員会、直接支払、農政全般）
主  事 山口 拓也（観光、商工、消費者保護、体験農園）
臨時職員 日下部郁美（産業振興課庶務）

ＧＬ主幹 佐藤 勇樹（グループの総括、地籍調査、国県道関係、大規模開発、土木全般）
主  任 谷  直樹（水道事業、村道維持管理）
主 事 補 山口  圭（林政全般、エコライフ、森林環境）
主 事 補 金子 正太（浄化槽事業、廃棄物処理、住宅建設、建築行政）

次  長 佐藤 太清（議会事務局）

課  長 山口 幹夫（事務局の総括、総務、学校建設）

主  任 山本  信（社会教育（五感の集い等）、社会体育（体協、スポ少））
主  事 加藤 文音（学校教育）
臨時職員 山本あゆみ（教育委員会庶務）

調 理 員 佐藤 恵子・佐藤 一恵・山口  舞
（調理、配送、屋内プール）

村
長長

田
 
富
也

教
育
長

長
田
 
和
夫

総 務 課

住民健康課

産業振興課

教育委員会

総務行政
グループ

財政政策
グループ

税務グループ

出納室

議会事務局

☎52−2111

☎52−2112

☎52−2113

☎52−2114

☎52−1020

道志村役場 職員配置状況 （平成 27年４月１日現在）

ＧＬ＝グループリーダー

村
民
の
皆
さ
ま
の
問
合
せ
に
、よ
り
迅
速
な
対
応
が
出
来
る
よ
う
直
通
電
話
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。



（７）

役場新任職員紹介役場新任職員紹介

こ
の
度
、
道
志
村
保
育
所
の
保
育
士

と
し
て
採
用
に
な
り
ま
し
た
水
越
�
�
�
�

里
加
子

�

�

�

と
申
し
ま
す
。
ひ
ま
わ
り
組
４

歳
児
の
担
任
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
高

校
・
大
学
と
約
７
年
間
道
志
村
を
離
れ

４
月
よ
り
道
志
村
役
場
住
民
健
康
課

に
配
属
さ
れ
ま
し
た
、
杉
本

�
�
�
�

有
華

�

�

と
申

し
ま
す
。
児
童
福
祉
を
担
当
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
村
民
の
皆
様
と
深
く
関

わ
る
こ
と
が
で
き
る
機
会
を
頂
け
た
喜

び
と
と
も
に
、
責
任
の
重
大
さ
を
感
じ

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。こ

の
３
月
ま
で
は
都
留
文
科
大
学
の

学
生
で
し
た
が
、４
年
間
、道
志
村
か
ら

通
学
し
て
い
ま
し
た
。
生
ま
れ
育
っ
た

村
は
と
て
も
離
れ
が
た
く
思
わ
れ
た
か

ら
で
す
。
そ
し
て
大
学
で
さ
ま
ざ
ま
な

県
か
ら
や
っ
て
き
て
い
る
同
級
生
た
ち

と
話
す
う
ち
に
、﹁
故
郷
﹂
と
い
う
存
在

に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て

い
き
ま
し
た
。
４
年
生
に
な
り
自
分
の

将
来
を
し
っ
か
り
と
見
つ
め
た
と
き
、

私
は
生
ま
れ
育
っ
た
道
志
村
に
恩
返
し

４
月
か
ら
保
育
所
の
保
育
士
と
し
て

採
用
さ
れ
た
池�

�

谷�

麻
衣

�

�

で
す
。
ず
っ
と

自
分
の
育
っ
た
村
で
働
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
し
た
が
、
中
々
良
い
機
会
に
恵

ま
れ
ず
、
昨
年
度
ま
で
都
留
児
童
相
談

所
で
５
年
間
働
い
て
き
ま
し
た
。
今
ま

で
は
家
庭
環
境
に
恵
ま
れ
な
い
子
ど
も

や
、虐
待
を
受
け
た
子
ど
も
の
保
護
や
、

生
活
支
援
に
当
た
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

う
し
た
中
で
習
得
し
た
、
知
識
や
経
験

を
道
志
村
の
た
め
に
一
つ
で
も
生
か
し

て
い
け
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

子
ど
も
を
育
て
る
事
は
未
来
を
創
る

事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
人
間
形
成
の

重
要
な
時
期
に
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
子
ど
も
と
接
す
る
事
が
で
き
る

事
に
、幸
せ
と
責
任
、や
り
が
い
を
感
じ

て
い
ま
す
。子
ど
も
が
大
自
然
の
中
で
、

心
身
と
も
に
健
や
か
に
感
性
豊
か
に
育

っ
て
い
け
る
よ
う
精
一
杯
応
援
、
手
助

け
が
出
来
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
未
熟
な
私
で
は
あ
り
ま
す

が
、子
ど
も
た
ち
の
た
め
、村
民
の
皆
様

の
た
め
、一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

住民健康課 杉本有華

保育士 水越里加子

保育士 池谷麻衣

を
し
た
い
と
思
い
、
そ
の
た
め
に
職
員

に
応
募
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

経
験
が
浅
く
、
ま
だ
ま
だ
未
熟
者
で

す
が
、
道
志
村
の
た
め
に
全
力
を
尽
く

し
て
働
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

て
生
活
し
、
大
学
卒
業
と
同
時
に
故
郷

で
あ
る
道
志
村
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

昨
年
度
は
県
内
の
保
育
園
に
勤
め
保
育

士
と
し
て
働
い
て
お
り
ま
し
た
。
こ
の

４
月
か
ら
自
分
の
通
っ
て
い
た
道
志
村

保
育
所
に
勤
め
ら
れ
る
こ
と
を
大
変
嬉

し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
道
志
村
と
い
う

自
然
豊
か
な
環
境
の
中
で
、
子
ど
も
た

ち
が
心
身
と
も
に
健
や
か
に
成
長
し
て

い
け
る
よ
う
保
育
に
努
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
小
さ
な
保
育
所
で
は
あ

り
ま
す
が
、
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り

に
し
っ
か
り
と
目
を
向
け
向
き
合
っ
て

い
く
こ
と
の
で
き
る
と
こ
ろ
が
道
志
村

保
育
所
の
良
い
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
と
毎
日
楽
し
く
充
実

し
た
日
々
を
過
ご
し
て
い
き
た
い
で
す
。

ま
だ
ま
だ
未
熟
な
私
で
は
あ
り
ま
す

が
、
村
民
の
皆
様
に
信
頼
さ
れ
る
保
育

士
を
目
指
し
て
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す

の
で
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。
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社
会
保
障
・
税
番
号
制
度

︵
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
︶と
は

住
民
票
を
有
す
る
国
民
一
人
ひ
と
り
に

付
番
さ
れ
る
12
桁
の
番
号
が
個
人
番
号

︵
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
︶で
す
。社
会
保
障
・
税

制
度
に
お
け
る
個
人
の
情
報
を
効
率
的
に

管
理
し
、
国
・
都
道
府
県
・
市
町
村
な
ど

複
数
の
機
関
に
あ
る
個
人
の
情
報
が
、
同

一
人
の
情
報
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
た

め
の
社
会
基
盤
制
度
で
す
。

制
度
利
用
の
効
果

●
行
政
の
効
率
化

行
政
や
地
方
公
共
団
体
な
ど
で
の
情
報

の
照
合
や
入
力
に
要
し
て
い
る
時
間
・
労

力
が
大
幅
に
削
減
さ
れ
、
手
続
き
が
正
確

に
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

●
国
民
の
利
便
性
の
向
上

行
政
手
続
が
簡
素
化
さ
れ
、
負
担
が
軽

減
さ
れ
ま
す
。
行
政
が
持
っ
て
い
る
個
人

の
情
報
の
確
認
、
サ
ー
ビ
ス
の
お
知
ら
せ

を
利
用
で
き
ま
す
。

●
公
平
・
公
正
な
社
会
の
実
現

所
得
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
受
給
状
況
を

把
握
し
や
す
く
な
り
、
不
正
受
給
な
ど
を

防
止
す
る
ほ
か
、
本
当
に
困
っ
て
い
る
人

に
き
め
細
か
な
支
援
を
行
え
ま
す
。

（９）

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度

︵
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
︶が
始
ま
り
ま
す

介護保険制度が変わりました
● 施設サービス利用時の多床室の基準費用額と負担限度額が変わりました。
● 介護報酬の改定に伴い、サービスを利用する時の利用者負担が変わりました。
● 特別養護老人ホームに新規入所できるのは原則として要介護 3以上となりました。

❶

❷

❸

保険証の色が緑から さくら色 になりました。従来の被保険者証もそのまま使用できますが、今後 65歳に
到達される方、要介護（更新）申請をされる方など順次新たな被保険者証に変更していきますのでご承知おき
ください。なお、本村では一括で被保険者証を発送することはいたしませんのでご了承ください。

❶被保険者証の番号を別に控え
ておきましょう             

❷住所、氏名、生年月日などの
記載に誤りがないかを確認し
ましょう

❸裏面の注意事項をよく読みま
しょう

平成27年4月から

今
後
の
予
定

平
成
27
年
10
月
・
・
・

・
通
知
カ
ー
ド
の
送
付

平
成
28
年
１
月
・
・
・

・
社
会
保
障
、
税
、
災
害
対
策
の
行
政

手
続
き
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
使
用

・
申
請
者
に
、個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付

住
民
票
の
住
所
に
通
知
が
届
き
ま
す
。

住
民
票
の
住
所
と
異
な
る
と
こ
ろ
に
お

住
ま
い
の
方
は
、
お
住
ま
い
の
市
町
村

へ
住
民
票
の
異
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

制
度
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

・
道
志
村
役
場
総
務
課

☎
52
︲
２
１
１
１
　
　
　
　

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０
︲
20
︲
０
１
７
８

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w.cas.go.jp/jp/seisaku/

bangoseido/index.htm
l

介護保険被保険者証の様式改正について
このことにつきまして、介護保険法の改正に伴い、介護保険被保険者証（別添保険証）の様式が
一部改正されました。（介護予防・日常生活支援総合事業の創設により、標記に変更があります。）
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65歳以上の方の介護保険料額が変わります
介護保険制度は 40歳以上の方が納める保険料と税金を財源とした、助け合いの精神に基づく制度で

す。高齢者の方が住み慣れた地域でいつまでも健やかに暮らせるように、またご自身やご家族が介護を必
要としたときにも安心した生活ができるように社会全体で支えていこうという仕組みです。

第１号被保険者（65歳以上の方）の保険料は、介護保険事業計画の見直しに応じて３年ごとに設定さ
れます。第１号被保険者の介護保険料は市町村ごとのサービスの給付水準によって決まるため、保険料額
は全国一律ではありません。サービスの給付水準が高い市町村では保険料が高くなり、そうでない市町村
では、保険料は低く設定されます。
このたび、本村の第６期介護保険事業計画を策定するとともに、平成 27〜29年度の３年間に必要な介

護サービスの総費用の見込みをもとに新たな介護保険料が定められました。

介護保険料はみなさんの保険料が大切な財源になっています。介護が必要になったときに、だれもが
安心してサービスを利用できるよう、保険料は忘れずに納めましょう。

年金が年額 18万円以上の方
年金定期払い（年６回：偶数月）の時に天引きさ
れます（特別徴収）。
※特別徴収の対象となる年金は、老齢・退職年
金、遺族年金、障害年金です。

特別徴収の対象者として把握されると、概ね６ヶ
月後から保険料が天引きされます。

年金が年額 18万円未満の方
村から送付される納付書の納期に従って、個別
に納めます（普通徴収）。
普通徴収の方は、便利で納め忘れのない口座振
替をご利用下さい。

介護保険の財源
40歳以上のみなさんが納める介護保

険料は、国や自治体の負担金などととも
に、介護保険を健全に運営するための大
切な財源となります。その内訳は、国県村
の公費が 50％で、残りの 50％は被保険
者が負担することになっています（右図
のとおり）。

40～64歳の
方の保険料

65歳以上の
方の保険料

保険料50％公費50％

第1号
被保険者
22.0％

第2号
被保険者
28.0％

国
25.0％

山梨県
12.5％

道志村
12.5％

公費50％

22.0％

28.0％
25.0％

12.5％

12.5％
道志村

山梨県

国
被保険者
第2号

被保険者
第1号

保

方の保険料
40～64歳の

方の保険料

保険料50％

65歳以上の

保険料の納め方 65歳以上の方の保険料の納め方は、受給している年金の額によって２通りに分かれます。

所得段階別保険料額

保険料の決まり方 65歳以上の方の保険料は、本村の介護サービス費用がまかなえるよう算出された「基準
額」をもとに所得に応じて決まります。

道志村で必要な介護サービスの総費用 65歳以上の方の負担分 22％
道志村の保険料の基準額　6,000円（年額 72,000円）この基準額をもとに、世帯の所得によって下記の９段階に分かれます。

道志村に住む 65歳以上の方の人数× ÷
＝

所得段階

第１段階

第２段階
第３段階
第４段階
第５段階
第６段階
第７段階
第８段階
第９段階

保険料の調整率

基準額×0.50

基準額×0.75

基準額×0.75

基準額×0.90

基準額×1.00

基準額×1.20

基準額×1.30

基準額×1.50

基準額×1.70

第６期保険料（年額/月額）
平成27年度  平成28年度  平成29年度

36,000円/3,000円

54,000円/4,500円
54,000円/4,500円
64,800円/5,400円
72,000円/6,000円
86,400円/7,200円
93,600円/7,800円

108,000円/9,000円
122,400円/10,200円

対象となる方

・生活保護受給者
・世帯全員が村民税非課税の老齢基礎年金受給者
・世帯全員が村民税非課税かつ本人年金収入等 80万円以下の人
世帯全員が村民税非課税かつ本人の年金収入等 80万円超 120万円以下の人
世帯全員が村民税非課税かつ本人年金収入 120万円超の人
本人が村民税非課税（世帯に課税者がいる）かつ本人年金収入等 80万円以下の人
本人が村民税非課税（世帯に課税者がいる）かつ本人年金収入等 80万円超の人
本人が村民税課税で合計所得金額が 120万円未満の人
本人が村民税課税で合計所得金額が 120万円以上 190万円未満の人
本人が村民税課税で合計所得金額が 190万円以上 290万円未満の人
本人が村民税非課税で合計所得金額 290万円以上の人
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介護保険料「特別徴収」納付額を平準化します
－6月と 8月の仮徴収額が変更になる場合があります－

介護保険料の支払方法が特別徴収（年金天引き）の方は、年６回ある納期のうち、前半（４・６・８月
分）を『仮徴収』、後半（10・１２・２月分）を『本徴収』として納付していますが、収入の変動や介護
保険料の改定があると、仮徴収と本徴収でバラツキが生じてしまいます。
こうした額のバラツキを是正するため、道志村では年間を通じてできるだけ均等な額となるように、６

月及び８月の徴収額を変更し保険料額の増減の幅が緩和される処理を行います。

保険料の『平準化』とは？
保険料が特別徴収（年金天引き）される時に、年度の前半と後半で保険料の額に大きな差が出てきてし

まうことがあります。これは、前半の保険料額が前年度２月期と同額を天引きすることになっているから
です。そこで、１年間を通じて保険料額ができるだけ均等になるように６月及び８月の徴収額を変更します。
保険料段階に変更がなければ、平成２７年１０月以降に天引きされる保険料額の差が緩和されます。こ

れを「平準化」といいます。

【参考例】保険料が第５段階の方（年額 72,000 円）の場合をイメージ

『仮徴収』・『本徴収』とは？

6月の保険料額から調整することで増減の幅が緩和されます。必要に応じて、次年度に再度平準化を
行い保険料の均等化を図ります。

8,200 8,200 8,200
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平成28年度

平準化を実施しない場合、前半（仮徴収）と後半（本徴収）で介護保険料額のバラツキが発生します。

図１ 図２

仮徴収（前半） 仮徴収（前半）本徴収（後半） 仮徴収（前半）

年額72,000円 年額72,000円

8,200

12,700 12,700 12,700 12,700

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

４月 ６月 ８月 １０月１２月 ２月

平成27年度

12,700 12,700 12,700
11,300 11,300

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

４月 ６月 ８月 １０月１２月 ２月

平成28年度

仮徴収（前半） 仮徴収（前半）本徴収（後半） 仮徴収（前半）

年額72,000円 年額 72,000円

保険額の差が緩和されます。
必要に応じて６月または８月に再度
平準化を行い更に差を緩和します。

プラス7,600円 マイナス7,600円

プラス 4,800円

マイナス1,400円

図３ 図４
◎平準化した場合（変更後）

◎平準化しない場合（変更前）

13,000
11,300

仮 徴 収（4月・6月・8月）

本 徴 収（10月・12月・2月）

保険料は、前年の所得などに応じて決まりますが、決定するまでの前半（４月、６月、
８月）は、前年度の２月の天引き額をもとに計算した額を仮に納めていただきます。

前年の所得などに応じて年間の保険料が決定し、仮徴収で納めていただいた額
を差し引いた残りの額を後半（10月、12月、２月）で納めていただきます。
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地域おこし協力隊の井口陽介さんによる足ツボ事業が今年度から始まります。足ツボ事業で心身とも
にリラックスし自分の健康を自分で守りましょう。

①産後は、身体が妊娠前の状態に戻ろうとするため、ホルモンバランスの乱れによる影響や排泄の支障等、
さまざまな症状が出てきます。産後回復のために足ツボは役立ちます。また、お子さんとのコミュニケー
ションも図れます。利用の期間は、出産後６ヶ月以内です。

②施術の時間は、月～金の午後５時 30分以降、土・日・祝日を基本としますが、１ヶ月健診時、主治医に
足ツボをしてよいかの相談をし、赤ちゃんのお世話等ご都合の良い日時を、直接ご相談下さい。
＊足ツボは、30～40分かかります 施術師：地域おこし協力隊 井口陽介

③足ツボのみでなく、心配なこと、不安なことがある時はご相談下さい。
④１回目の料金については、無料です。希望の方は、２回目からは自己負担となりますので、料金の確認を
して下さい。

事 業 名 対 象 者 内    容 開 始 時 期

お茶のみ会で足ツボケア 各地区でのお茶のみ会参加者
平成27年５月から
希望のあったお茶の
み会で随時実施

・足のストレッチ
・足をお互いにもみ合いましょう
・足ツボケア体験

足ツボケアから元気 平成 26年８月のニーズ調査
から介護予防の必要な方 平成 27年９月～足ツボケアから元気

問い合わせ先 住民健康課　☎５２­２１１３

足ツボでリラックス

NO.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

月 日

５月１３日㈬

５月２０日㈬

５月２７日㈬

６月 ３日㈬

６月１７日㈬

６月２４日㈬

７月 １日㈬

７月 ８日㈬

７月１５日㈬

７月２２日㈬

７月２９日㈬

８月 ５日㈬

月  日

9:30～12:00

9:30～12:00

9:30～12:00

9:30～12:00

9:30～12:00

9:30～12:00

9:30～12:00

9:30～12:00

9:30～12:00

9:30～12:00

9:30～12:00

9:30～12:00

＜申し込みや問い合わせ先＞
役場住民健康課 保健師（宮下）

☎５２－２１１３ 
楽しみながらウォーキング♪脳も体も若返ります！

やろうよ♪ ウォーキング

出産したお母様方の労をねぎらいながら健康相談が出来る場として、
足ツボが受けられます。

〈産婦さん向けに〉

〈高齢者向けに〉

○認知症予防のためにウォーキングをやってみたいと思っている人
〇ポールを使用したノルディックウォーキングをやってみたいと思っている人
○早足で歩くことを医師から止められていない人 大募集！（先着 20名）

認知症に強い脳を作る！

正しいウォーキングの仕方を学ぶ

各自で自分の都合の良い時間にウォーキングに取り組む

６～９月の毎週水曜日、午前 9時 30分 12時までやま
ゆりセンターに集まり、   グループごとにウォーキング
の記録・報告しあう

日時・コースをみんなで計画し実際にウォーキング

※原則的には 65歳以上の方が対象ですが、65歳未満の
方でもやってみたい方、ぜひご参加ください。
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お 知 ら せくらしの情報 お 知 ら せお 知 ら せ

■
道
志
村
社
会
福
祉
協
議
会

か
ら
の
お
願
い

﹁
暮
ら
し
の
さ
さ
え
あ
い
・
ど
う
し
事

業
﹂
で
は
高
齢
者
を
中
心
に
生
活
の
困
り

ご
と
を
支
え
あ
っ
て
い
ま
す
。最
近﹁
暮
ら

し
の
さ
さ
え
あ
い
・
ど
う
し
﹂
の
仕
組
み

で
は
、
対
応
で
き
な
い
相
談
も
寄
せ
ら
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。そ
こ
で
、 
①
大
雪

の
除
雪
 
②
自
宅
以
外
の
草
刈
り
や
剪
定

③
ハ
チ
の
駆
除
 
④
村
内
で
回
収
で
き
な

い
ゴ
ミ
の
処
分
に
つ
い
て
対
応
し
て
い
た

だ
け
る
事
業
所
を
紹
介
す
る
こ
と
で
困
り

ご
と
を
解
決
す
る
ル
ー
ト
を
作
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
有
料
で
対
応
で
き
る
方

や
事
業
所
の
方
、是
非
、道
志
村
社
会
福
祉

協
議
会
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

道
志
村
社
会
福
祉
協
議
会

☎
52
︲
２
０
７
２

■
大
月
警
察
署
か
ら
の
お
願
い

最
近
、道
志
村
内
に
お
い
て
、振
り
込
め

詐
欺
と
思
わ
れ
る
不
審
電
話
が
多
発
し
て

い
ま
す
。
不
審
な
電
話
が
か
か
っ
て
き
た

時
は
迷
わ
ず
１
１
０
番
通
報
を
し
ま
し
ょ

う
。犯

人
検
挙
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

■
国
勢
調
査
員
を
募
集
し
ま
す

10
月
１
日
を
基
準
日
に
国
勢
調
査
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

国
勢
調
査
は
、
日
本
に
住
む
全
て
の
人

を
対
象
と
す
る
国
の
重
要
な
調
査
で
す
。

村
で
は
、
調
査
に
従
事
し
て
く
だ
さ
る

国
勢
調
査
員
を
募
集
し
ま
す
。

○
募
集
要
件

・
原
則
20
歳
以
上
で
、
責
任
を
持
っ
て
活

動
が
で
き
る
健
康
な
方

・
調
査
上
知
り
得
た
秘
密
を
保
護
で
き
る

方
・
税
務
・
警
察
・
選
挙
に
直
接
関
係
な
い

方
・
暴
力
団
員
で
な
い
方
お
よ
び
、
暴
力
団

も
し
く
は
暴
力
団
員
と
密
接
な
関
係
を

有
し
な
い
方

○
従
事
期
間

８
月
下
旬
か
ら
10
月
下
旬
︵
予
定
︶

○
仕
事
内
容

・
担
当
地
区
の
確
認
、
地
図
・
名
簿
の
作

成
・
調
査
票
の
配
布
・
回
収
・
点
検
・
整
理

○
報
酬

国
の
基
準
に
よ
り
支
払
い
ま
す

○
募
集
期
間

６
月
15
日
ま
で

◆
問
い
合
わ
せ

総
務
課

☎
52
︲
２
１
１
１

■
５
月
の
つ
ぼ
み
っ
こ
く
ら
ぶ

マ
マ
友
作
り
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
保

育
所
入
所
前
か
ら
他
の
子
ど
も
と
遊
ば

せ
、
集
団
生
活
の
練
習
を
し
て
み
ま
し
ょ

う
。
 

◎
乳
児
期
か
ら
よ
い
食
事
で
健
康
づ
く
り
！

離
乳
食
作
り
を
学
び
ま
し
ょ
う
！

日
時
 
５
月
14
日
︵
木
︶

午
前
10
時
か
ら
午
後
２
時

場
所
 
善
之
木
コ
ミ
セ
ン
﹁
い
こ
い
﹂

講
師
 
栄
養
士
 
古
谷
け
い
子

内
容
 
﹁
離
乳
食
・
幼
児
の
食
事
作
り
﹂

＊
調
理
実
習
を
し
、
具
体
的
な
方
法
を
習

得
し
ま
し
ょ
う
。作
っ
た
後
は
み
ん
な
で
、

楽
し
く
食
べ
な
が
ら
交
流
し
ま
す
。

◎
親
子
の
絆
を
強
め
、

自
然
な
運
動
発
達
を
促
し
ま
す
！

日
時
 
５
月
28
日
︵
木
︶

午
前
10
～
12
時

講
師
 
運
動
士
 
石
倉
秀
子

内
容
 
ベ
ビ
ー
ビ
ク
ス

＊
村
内
の
お
母
さ
ん
達
で
楽
し
く
交
流
し

ま
し
ょ
う
。
育
児
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
お

願
い
し
て
あ
り
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

住
民
健
康
課

☎
52
︲
２
１
１
３

■
５
月
の
﹁
歌
の
会
﹂
に
つ
い
て

ピ
ア
ノ
の
演
奏
を
聴
い
た
り
、
演
奏
に

合
わ
せ
て
昭
和
の
ヒ
ッ
ト
曲
や
童
謡
な
ど

心
懐
か
し
い
歌
を
唄
っ
た
り
し
て
い
ま

す
。ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、是

非
お
い
で
下
さ
い
。

日
時
 
１
日
㈮
、
７
日
㈭
、
８
日
㈮
、

11
日
㈪
、
12
日
㈫
、
13
日
㈬
、

19
日
㈫
、
20
日
㈬
、
25
日
㈪
、

28
日
㈭
 
 
毎
月
10
回

午
後
２
～
３
時
ま
で

場
所
 
福
祉
セ
ン
タ
ー

◆
お
問
合
せ

住
民
健
康
課
 
☎
52
︲
２
１
１
３

■
第
18
回
道
志
村
ク
ラ
フ
ト
フ
ェ
ア

２
０
１
５
春

道
志
村
で
活
動
す
る
ク
ラ
フ
ト
マ
ン
達

が
陶
芸
品
・
木
工
品
・
染
物
な
ど
の
自
慢

の
作
品
を
出
展
し
ま
す
。
入
場
無
料
で
す

の
で
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

平
成
27
年
５
月
16
日
㈯
、
17
日
㈰

の
２
日
間
 

９
時
～
16
時

場
所
 
道
の
駅
ど
う
し
芝
生
広
場

◆
問
い
合
わ
せ

産
業
振
興
課
 

☎
52
︲
２
１
１
４

イ
ベ
ン
ト

そ
の
他

子
育
て
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平
成
27
年
4
月
13
日︵
月
︶に
各
地
区
を

訪
問
し
、集
合
注
射
を
実
施
し
ま
し
た
が
、

当
日
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
方
に

つ
き
ま
し
て
は
、
個
別
に
予
防
接
種
を
受

け
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま

す
。年

１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
は
、
法
律

に
よ
り
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

必
ず
予
防
注
射
を
受
け
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
個
別
に
予
防
注
射
を
受
け
た
際

は
、
動
物
病
院
で
発
行
さ
れ
る
狂
犬
病
予

防
注
射
済
証
ま
た
は
、領
収
証
を
持
参
し
、

役
場
住
民
健
康
課
ま
で
お
越
し
下
さ
い
。

注
射
済
票
を
交
付
い
た
し
ま
す
。︵
交
付
手

数
料
と
し
て
、
１
件
当
た
り
５
５
０
円
必

要
で
す
︶

な
お
、
動
物
病
院
等
で
既
に
注
射
が
済

ん
で
い
る
方
や
、
病
気
な
ど
に
よ
る
予
防

接
種
の
猶
予
の
指
示
の
出
て
い
る
方
、
犬

の
死
亡
等
の
理
由
に
よ
り
既
に
飼
っ
て
い

な
い
場
合
は
必
ず
役
場
ま
で
ご
連
絡
下
さ

い
。

猫
を
飼
っ
て
い
る
方
、
こ
れ
か
ら
猫
を

飼
い
始
め
よ
う
と
思
っ
て
い
る
方
な
ど
、

猫
の
気
持
ち
を
理
解
し
て
、
猫
と
の
暮
ら

し
を
楽
し
め
る
よ
う
、
お
話
を
聞
い
て
み

ま
せ
ん
か
。

日
時
：
平
成
27
年
５
月
９
日
︵
土
︶

午
後
２
時
か
ら
午
後
４
時

場
所
：
富
士
吉
田
市
民
会
館
３
階
 

ギ
ャ
ラ
リ
ー
１
・
２

︵
富
士
吉
田
市
緑
ヶ
丘
２
︱

５
︱

23
︶

講
師
：
公
益
社
団
法
人
日
本
愛
玩
動
物
協

会
支
部
課
・
災
害
時
動
物
救
護
課

白
井
百
合
 
課
長

無
料
：
無
料

問
い
合
わ
せ

富
士
・
東
部
保
健
所
衛
生
課

☎
０
５
５
５
︱

２
４
︱

９
０
３
３

動
物
愛
護
推
進
員
と
は
、
県
や
市
町
村

が
実
施
す
る
動
物
愛
護
行
事
へ
の
協
力

や
、
各
種
動
物
の
飼
い
方
等
に
関
す
る
相

談
窓
口
な
ど
、
地
域
に
根
ざ
し
た
動
物
の

愛
護
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
方

で
す
。︵
山
梨
県
内
で
20
～
30
名
程
度
を
募

集
し
て
い
ま
す
︶

︻
任
 
期
︼

２
年
間
︵
平
成
27
年
７
月
１
日
か
ら
平
成

29
年
６
月
30
日
ま
で
︶

︻
応
募
資
格
︼

①
山
梨
県
内
に
在
住
し
20
歳
以
上
で
あ
る

こ
と

②
動
物
愛
護
に
つ
い
て
熱
意
と
識
見
が
あ

る
こ
と

③
動
物
愛
護
推
進
員
養
成
講
習
会
の
受
講

が
可
能
で
あ
る
こ
と
︵
平
成
27
年
６
月

13
日
︵
土
︶
を
予
定
し
て
い
ま
す
︶

︻
主
な
活
動
内
容
︼

①
県
及
び
市
町
村
の
開
催
す
る
動
物
愛
護

行
事
へ
の
協
力

②
犬
及
び
猫
の
適
正
飼
養
講
習
会
へ
の
協

力
③
触
れ
合
い
事
業
へ
の
協
力

④
犬
、
猫
等
の
譲
渡
事
業
に
お
け
る
新
た

な
飼
い
主
探
し
へ
の
支
援
協
力

⑤
動
物
の
適
正
飼
養
の
普
及
啓
発

⑥
動
物
の
適
正
飼
養
相
談
窓
口
と
し
て
の

協
力

⑦
犬
及
び
猫
の
多
頭
飼
養
者
の
適
正
飼
養

相
談

⑧
災
害
時
に
お
い
て
、
県
及
び
市
町
村
が

行
う
犬
、猫
等
の
動
物
の
避
難
、保
護
等

に
関
す
る
対
策
へ
の
協
力

⑨
そ
の
他
動
物
愛
護
の
推
進
に
関
す
る
こ
と

︻
応
募
方
法
︼

次
の
書
類
を
、
５
月
22
日
︵
金
︶
ま
で
に
住

所
地
を
管
轄
す
る
保
健
所
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

①
動
物
愛
護
推
進
員
応
募
用
紙
︵
住
民
健

康
課
へ
申
し
出
く
だ
さ
い
︶

②
活
動
へ
の
抱
負
︵
４
０
０
字
程
度
︶

③
動
物
愛
護
に
関
連
す
る
各
種
資
格
︵
獣

医
師
免
許
証
、各
種
学
校
の
卒
業
証
書
、

各
団
体
の
認
定
す
る
資
格
の
証
書
等
︶

を
お
持
ち
の
方
は
、
そ
の
写
し
。

︻
動
物
愛
護
推
進
員
制
度
の
お
問
い
合
わ
せ
︼

山
梨
県
福
祉
保
健
部
衛
星
薬
務
課
 

食
品
衛
生
・
動
物
愛
護
担
当

電
 
話
：
０
５
５
︱

２
２
３
︱

１
４
８
９

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
５
５
︱

２
２
３
︱

１
４
９
２

狂
犬
病
予
防
注
射

未
接
種
の
方
へ
の
お
知
ら
せ

平
成
27
年
度﹁
猫
の
飼
い
方
教
室
﹂の
開
催
に
つ
い
て

動
物
愛
護
推
進
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
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５／25

５／６
振替休日

４／26

５／３
憲法記念日

５／19
午前：胃カメラ

５／23
午前中のみ診察

５／４
みどりの日

５／11

５／18 ５／20５／17

５／５
こどもの日

４／28
午前：胃カメラ

５／22
研修のため休診

５／13

４／30４／27

５／14５／12
午前：胃カメラ

５／８
研修のため休診

５／１
研修のため休診

５／2
午前中のみ診察

４／29
昭和の日

５／７ ５／９
午前中のみ診察

５／10
道志村トレイルレース

５／15
研修のため休診

５／16
午前中のみ診察

５／21

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

５／26
午前：胃カメラ

５／30
学会のため休診

５／275／24 ５／29
学会のため休診

５／28

６／１ ６／２
午前：胃カメラ

６／６
午前中のみ診察

６／３５／31 ６／５
研修のため休診

６／４

５月の予定
・月始めには保険証の提出を
お願いします
・火曜日は９時半～１０時半
ころまで胃カメラ検査にな
ります

・検診日は医師不在の時間が
あります

・木曜日午後の診療は3時30分
までの受付となります

道
志
村
の
高
齢
者
が
、
い
つ
ま
で
も
明
る
く
元
気
で
過
ご
し

て
頂
く
た
め
に
、教
室
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。送
迎
も
あ
り
ま

す
の
で
、
是
非
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

材
料
費
：
初
回
に
２
，
０
０
０
円

︵
随
時
徴
収
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
︶

場
 
所
：
み
な
も
と
体
験
館

時
 
間
：
13
時
30
分
～
15
時
30
分

対
象
者
：
道
志
村
に
住
所
を
有
す
る
65
歳
以
上
の
人

＊
身
の
回
り
が
自
立
し
て
い
る

送
 
迎
：
有
り
 
＊
希
望
者
は
申
込
み
時
に
連
絡
を
く
だ
さ
い

申
込
先
：
道
志
村
役
場
 
住
民
健
康
課
 
保
健
師
 
伯
耆

☎
52
︱

２
１
１
３
 
 

活
き
活
き
作
品
教
室

参
加
者
募
集

平成27年度

道志村あるいはお勤め先で催される健康診断の検査項目とその異常値の意味について解説いたします。
血液検査：貧血や白血病などに関わる白血球、赤血球や血小板の他、肝機能、腎機能、中性脂肪やコレステ
ロール値、糖尿病のチェックを行います。よく指摘される異常としては高脂血症や糖尿病、脂肪肝等が見つかることが
あります。また、前立腺肥大もしくは前立腺癌のチェックとしてPSAも同時に測定することがあります。
胃バリウム検査：胃癌や胃潰瘍の有無を確認する検査ですが、胃カメラに比べると診断能が劣ります。ひっかかった場
合には胃カメラを是非受けて下さい。最近は、胃カメラでピロリ菌をチェックすることも大切です。

胸部レントゲン写真：肺癌や肺気腫の有無、心臓の大きさ、肺に水が貯まっていないか等を評価します。
腹部超音波検査：肝臓、腎臓、膵臓、脾臓、膀胱、前立腺(女性は子宮/卵巣)、大動脈の形を確認し、主に各臓器の腫瘍
の有無を確認します。のう胞については良性のものなので、大きさに変化がなければ年１回のフォローで様子を見て
大丈夫です。

肝フィブロスキャン：肝脂肪化（肝臓の脂肪の貯まり具合）と、肝線維化（慢性的に肝臓にダメージが蓄積され、肝臓
の細胞が変性し肝機能が低下している状態）を数値で表します。脂肪肝のために肝脂肪化の数値でひっかかった場合
は生活習慣の改善によって元に戻ることが期待できますが、肝線維化の数値が高い場合には、ウイルス性肝炎やアル
コール性肝硬変などについて、詳細に検査する必要があります。

尿検査：蛋白尿、血尿を指摘された方は、腎臓に病気のある可能性があるので再検査が必要です。

診療所だより

月 日

6/10、24
料理教室（ピザ）
※10時～ みなもと体験館

7/8、22 紙ひも細工 古賀裕子

8/12、26
紙ひも細工
草木染めに向けての手芸作品

古賀裕子
佐藤輝子

9/2、16
草木染めに向けての手芸作品
草木染液づくり

佐藤輝子
宇野夏樹

10/7、21
草木染（クルミ、クサギ、
スダジィ）

宇野夏樹

11/11、25
料理教室※10時～
ツル細工（カゴ）

みなもと体験館
古屋寅三

12/2、16
ツル細工（リース）
お正月飾り

古屋寅三
吉田ひろ子

1/6、20 布草履
2/10、24 拭き漆の箸作り 宇野夏樹
3/2、16 拭き漆の箸作り 宇野夏樹

内  容 講 師
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小中学校 教職員紹介

事
務
職
員

小
澤
友
里
佳

養
護
教
諭

松
嶋
亜
季

栄
養
教
諭

船
川
千
草

Ａ
Ｌ
Ｔ

テ
イ
ラ
ー
・

ウ
ェ
ル
シ
ュ

２
年
副
担
任

鈴
木
己
連
人

３
年
担
任︵
生
徒
会
担
当
︶

後
藤
秀
哉

３
年
主
任︵
進
路
指
導
︶

小
野
さ
ゆ
り

教
務
主
任

名
取
明
子

道志中学校道志中学校道志中学校道志中学校道志中学校

二
組
担
任

渡
邉
由
里
菜

三
組
担
任

杉
本
聡
子

司
 
書

山
本
あ
ゆ
み

二
年
担
任

遠
山
佳
代
子

二
組
担
当

入
倉
修
理

五
年
担
任

天
野
絵
里
子

道志小学校道志小学校道志小学校道志小学校道志小学校

校
 
長

名
取
広
行

教
 
頭

山
口
 
学

一
年
担
任

杉
本
典
子

四
年
担
任

佐
藤
龍
文

三
年
担
任

菅
谷
由
美

事
務
職
員

佐
藤
都
子

養
護
教
諭

花
上
良
美

教
務
主
任

佐
藤
大
輔

校
長

佐
藤
文
泰

教
頭

渡
邊
幸
栄

１
年
主
任︵
生
徒
指
導
︶

小
池
と
し
み

１
年
主
任︵
道
徳
主
任
︶

渡
邉
真
五

六
年
担
任

古
屋
友
己

算
数
Ｔ
Ｔ
担
当

長
谷
川
仁
義

２
年
主
任
・
担
任

︵
体
育
主
任
︶

赤
嶺
潤
一
郎

道
志
小
学
校

着
任
職
員
                    
 
   
︵
前
任
校
︶

校
 
長
 
名
取
 
広
行
︵
南
ア
ル
プ
ス
市
立
櫛
形
北
小
学
校
︶

教
 
諭
 
菅
谷
 
由
美
︵
富
士
河
口
湖
町
立
船
津
小
学
校
︶

教
 
諭
 
渡
邉
由
里
菜
︵
吹
市
立
御
坂
西
小
学
校
︶

教
 
諭
 
天
野
絵
里
子
︵
富
士
吉
田
市
立
下
吉
田
東
小
学
校
︶

養
護
教
諭

花
上
 
良
美
︵
都
留
市
立
東
桂
中
学
校
︶

事
務
職
員

佐
藤
 
都
子
︵
新
採
用
︶

離
任
職
員
                    
 
   
︵
新
任
校
等
︶

校
 
長
 
加
藤
 
一
雄
︵
都
留
市
都
留
文
大
付
属
小
学
校
︶

教
 
諭
 
若
松
や
よ
い
︵
都
留
市
立
東
桂
小
学
校
︶

教
 
諭
 
大
友
 
希
望
︵
富
士
吉
田
市
立
下
吉
田
東
小
学
校
︶

教
 
諭
 
保
坂
 
麻
衣
︵
甲
府
市
立
相
川
小
学
校
︶

教
 
諭
 
木
﨑
 
 
綾
︵
西
桂
町
立
西
桂
小
学
校
︶

養
護
教
諭

小
俣
あ
ゆ
み
︵
富
士
吉
田
市
立
明
見
小
学
校
︶

事
務
職
員

渡
辺
 
徳
子
︵
富
士
河
口
湖
町
立
勝
山
小
学
校
︶

道
志
中
学
校

着
任
職
員
                    
 
   
︵
前
任
校
︶

教
 
頭
 
渡
邊
 
幸
栄
︵
山
中
湖
村
立
山
中
中
学
校
︶

教
 
諭
 
渡
邉
 
真
五
︵
富
士
吉
田
市
立
下
吉
田
中
学
校
︶

教
 
諭
 
鈴
木
己
連
人
︵
村
採
用
︶

養
護
教
諭

松
嶋
 
亜
季
︵
新
採
用
︶

栄
養
教
諭

船
川
 
千
草
︵
富
士
吉
田
市
立
明
見
小
学
校
︶

事
務
職
員

小
澤
友
里
佳
︵
富
士
吉
田
市
立
明
見
小
学
校
︶

離
任
職
員
                    
 
   
︵
新
任
校
︶

教
 
頭
 
渡
邊
 
久
幸
︵
富
士
吉
田
市
立
下
吉
田
東
小
学
校
︶

教
 
諭
 
藤
原
 
 
聡
︵
河
口
湖
南
中
学
校
組
合
河
口
湖
南
中
学
校
︶

教
 
諭
 
出
羽
 
幸
世
︵
河
口
湖
南
中
学
校
組
合
河
口
湖
南
中
学
校
︶

養
護
教
諭

片
貝
恵
理
子
︵
甲
斐
市
立
竜
王
北
中
学
校
︶

栄
養
教
諭

小
幡
 
友
子
︵
南
ア
ル
プ
ス
市
立
白
根
源
小
学
校
︶

事
務
職
員

森
本
 
彩
乃
︵
忍
野
村
立
忍
野
中
学
校
︶



５
月
10
日
︵
日
︶
 
７
時
〜
17
時

こ
の
大
会
は
、地
域
振
興
事
業
の
一
つ
と
し
て
、

多
く
の
方
に
道
志
村
へ
お
越
し
い
た
だ
き
、
豊
か

な
自
然
を
感
じ
・
触
れ
る
機
会
と
し
て
全
国
か
ら

約
１
２
３
０
名
の
参
加
者
で
開
催
し
ま
す
。

本
大
会
を
実
現
し
た
も
の
と
す
る
た
め
に
、
皆

様
の
応
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
大
会
開
催
に
伴
う
徐
行
通
行
・
交
通
規
制
に
つ
い
て

５
月
10
日
︵
日
︶
６
時
55
分
～
７
時
15
分

中
学
校
入
口
付
近

国
道
４
１
３
号
交
通
規
制
を
行
い
ま
す

★
選
手
応
援
・
徐
行
運
転
★

※
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

︻
７
時
～
７
時
30
分
︼村
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
～
国
道
４

１
３
号︵
中
学
校
入
口
︶～
や
ぐ
ら
沢
林
道
区
間

︻
10
時
～
14
時
30
分
︼三
ヶ
瀬
林
道
～
体
験
農
園
～

鳥
ノ
胸
山
登
山
口
区
間

︻
12
時
～
17
時
︼室
久
保
林
道
～
道
志
の
湯
～
村
民

グ
ラ
ウ
ン
ド
区
間

★
大
会
会
場
応
援
駐
車
場
★

屋
内
プ
ー
ル
・
福
祉
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
へ
駐
車

し
て
く
だ
さ
い
。
※
谷
相
側
か
ら
の
出
入
り
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

皆
様
の
応
援
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

大
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.k-y-trail.com
/doshi

問
い
合
わ
せ

道
志
村
観
光
協
会

☎
52
︲
１
４
１
４
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学 校 だ よ り

４月１０日は、１年生にとっ
て初めての給食でした。献立
は、入学を祝って、お赤飯とエ
ビフライでした。６年生に配膳
をしてもらい、みんなでおいし
く食べました。栄養教諭の船川
先生が給食をおいしく食べる
ための注意点をわかりやすく
教えてくださいました。

４月８日は、交通安全教室が行われ
ました。
低学年は、道路歩行の時の注意点に

ついて、手品や腹話術のケンちゃんで
わかりやすく楽しく教えていただき、
子どもたちは興味津々の様子でした。
高学年は、夜間の歩行時に『反射材』

を身につけることの大切さを教えてい
ただきました。また、普段から交通ルー
ルを守ることを色々な事例をもとに話
していただきました.。新年度も安全に
登下校しましょう。

桜が満開のなか
４月１６日に子ども
たちが楽しみにして
いたお花見給食がで
きました。当日は陽
ざしもあり、とても
気持ちのよい天気の
もとで、各学年ごと
に校庭の満開の桜の
木の下にシートをしき、給食を楽しそうに食べていまし
た。１年生の給食は６年生が運んであげたり、給食を食
べ終わってからは、シートの上で、写真を撮ったりして
楽しいひとときを過ごすことができました。

４月１５日に３年生のリコーダー講
習会がありました。リコーダーがとて
も上手な先生に、吹く時の口の形や姿
勢、タンキング、指の押さえ方など、基
本的なことを丁寧に、楽しく教えてい
ただきました。まだ、指づかいを覚えて
いないので、曲を吹くことはできませ
んが、吹き方は、ばっちりでした。指づ
かいを早く覚え、いろいろな曲が吹け
るようになるといいですね。

４月２３日に児童会が主体となって企画をした「１年生を迎
える会」がありました。
新１年生は、大勢の前でマイクを持って自分の好きなことや
将来の夢を話し、立派に自己紹介ができました。全校児童で行
ったゲームを通して、仲間づくりができました。

第
７
回
道
志
村
ト
レ
イ
ル
レ
ー
ス

◎初めての給食

◎一年生を迎える会

◎交通安全教室

◎お花見給食

◎リコーダー講習会が行われました



奥山水源林景観エリア 

道志川沿川田園 
景観エリア 

両国橋周辺地区 
 

 
 
 
 

景観計画の区域 
「道志村景観計画」は、対象区域を道志村全域とし
ます。しかし道志村内では、多様な景観が展開する
ため、道志村の景観構造を踏まえ、道志村を3つの
一般地域と、良好な景観形成をきめ細かく推進する
6つの重点地区を定めます。  
■重点地区 
・両国橋周辺地区 
・道志水源の森周辺地区 
・道志村の湯周辺地区 
・農拠点周辺地区～釜之前周辺地区～ 
・水源の郷眺望点周辺地区～四里塚周辺地区～ 
・長又矢頭山周辺地区 
■一般地区 
・奥山水源林景観エリア 
・山地・里山景観エリア 
・道志川沿川田園景観エリア

山地・里山景観エリア 
届出の流れについて 
※重点地区においては事前協議が必要となります。

■計画の運用    下表の「届出対象行為」に該当するものについては、届出が必要になります。

建築物の新築、増築、改築もしくは移転、外観を変更
することとなる修繕もしくは模様替又は色彩の変更

対象行為 対象規模
・延床面積が 10㎡＊1を超える建築物
＊1）建築基準法に基づき建築工事届が必要な行為規模。

・開発区域の面積が 1,000㎡＊3以上のもの
＊3）道志村開発行為指導要綱に基づく事前協議を要する規模 

・物品の高さ 5ｍ又はその用に供されている土地の面積 1,000㎡を超えるもの＊4

＊4）山梨県大規模行為届出制度

＊2）工作物に関しては、建築基準法に基づき確認申請が必要となる用途、規模のものの新設等は届出対象行為となります。

工作物の新設、増築、改築もしくは移転、外観を変更
することとなる修繕もしくは模様替え又は色彩の変更

土地の開墾、土石の採取、鉱物の掘採その他の土地の
形質の変更

屋外における土石、廃棄物、再生資源その他の物件の堆積
※堆積期間が 90日を超えるもの

①煙突 高さ 6ｍを超えるもの＊2

②ＲＣ柱、鉄柱、木柱、鉄塔その他類似のもの（旗ざお、
架空電線路用、保安通信設備用を除く） 高さ 15ｍを超えるもの＊2

③広告塔、広告板、記念塔その他類似のもの 高さ 4ｍを超えるもの＊2

④高架水槽、物見塔その他類似のもの 高さ 8ｍを超えるもの＊2

⑤擁壁 高さ 2ｍを超えるもの＊2



道志村景観条例を制定しました 
平成２６年３月に策定した道志村景観計画を基に道志村景観条例を制定しました。
この景観条例は、道志村の風土に則した景観形成の基本的な考え方や実現方針を示し、産官民の協働に
よる取組みを推進することを目的としています。

 

 

■景観形成の目標 
昭和初期の道志村に見られた、人と自然が共生する村の風景づくりの作法を 
探索・共有・継承し、新たな風景を創出する 

 

 

道志水源の森周辺地区 

長又矢頭山周辺地区 

農拠点周辺地区 
～釜之前周辺地区～ 

道志の湯周辺地区 

奥山水源林景観エリア 

山地・里山景観エリア 

道志川沿川田園景観エリア 

水源の郷眺望点周辺地区～四里塚周辺地区～ 

かつて村民の日常の営みが自然と共生していた「昭和初期」に着目し、当時の景観づくりの作法（暗
黙のルール）を探索し、村民が理解を深め、共有し、将来に継承し、「美しい村」にふさわしい新た
な風景を創出することを目標とします



〒402‑0209  山梨県南都留郡道志村６１８１‑１ 
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くんも仲間入りです。
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道志村の大先輩です！
ことゑさん、これからも元気に
長生きしてくださいね！

祝１００歳
おめでとうございます

平成27年2月20日生
父 孝幸さん
母 育恵さん
（東神地）

新しいお友達


